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研究成果の概要（和文）：沖縄県の献血者データを基にHTLV-1キャリアの高分布地域であった石垣島をベースにして、
HTLV-1キャリア調査を行い、石垣島、宮古島住民の抗HTLV-1抗体陽性割合が約4%であることを明らかにした。またHTLV
-1キャリアは非キャリアに比べて、抗糞線虫抗体陽性割合が有意に高いことを明らかにした。さらに沖縄県のHTLV-1の
サブタイプの分布が本土と異なっており、南米タイプが多いことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In Okinawa, the subtropical region of Japan, is one of the most endemic areas for 
the Human T-cell Lymphotrophic Virus type-I (HTLV-1) infection. However, the current status of HTLV-1 
carriers in Okinawa, particularly in remote islands was not clarified. To clarify relationship of HTLV-1 
infection and parasitic infection, 1,133 residents in Ishigaki island were screened for anti-HTLV-1 
antibody and parasitic antibodies. We revealed that the positive rate of anti-HTLV-1 antibody among 
residents of both Ishigaki and Miyako islands was approximately 4%. Out of the 39 HTLV-1 carriers, 
anti-Strongyloides antibody were detected in 16 patients (41%). The prevalence of anti-Strongyloides 
antibody positivity was significantly higher among HTLV-1 carriers as compared to non-carriers. 
Furthermore, the distribution pattern of HTLV-1 subtype with 40% of TaxA (South America type) and 60% of 
TaxB (Japanese type) in Okinawa was apparently different from mainland Japan with 10% of TaxA and 90% of 
TaxB.

研究分野： 血液内科学
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１． 研究開始当初の背景 
 ヒト T リンパ球向性ウイルス I 型（Human 
T-lymphotropic virus type-I: HTLV-1）は末
世陽性 T 細胞腫瘍である成人 T 細胞白血病・
リンパ腫（adult T-cell leukemia）の原因ウ
イルスである。日本で唯一の亜熱帯地域であ
る島嶼沖縄は、1980 年代の調査で HTLV-1
の endemic area であることが知られている
が、現在の HTLV-1 キャリアの実態、特に島
嶼部のHTLV-1キャリアの分布状況は分かっ
ておらず、またフォローアップのための基盤
は構築されていない。 
２．研究の目的 
 沖縄県島嶼部を含む県内全体に拡がる
HTLV-1 キャリアのフォローアップおよび支
援体制を構築するために、キャリアの高分布
地域を中心にスクリーニング調査を行い、実
態と特徴を明らかにするとともに、コホート
を形成し、支援体制の基盤を構築する。 
３．研究の方法 
 九州赤十字社の献血者データベースを基
に、HTLV-1 の高分布域である石垣島をベース
にして、住民の HTLV-1 キャリアのスクリー
ニング調査を行った。 
 (1)抗 HTLV-1 抗体検査は PA 方を用いた。
そして抗 HTLV-1 抗体陽性と判明した症例に
ついては、末梢血単核球を比重遠心法により
分離し、単核球とともに抽出した DNA をバン
キングした。 
 (2)HTLV-1 キャリアおよび非キャリアにつ
いて抗寄生虫抗体検査を行い、寄生虫感染の
実態を明らかにした。抗トキソプラズマ抗体
については PA 法、糞線虫、イヌ糸状虫、イ
ヌ回虫などのその他の寄生虫に関しては
ELISA 法を用いた。 
 (3) 制 限 酵 素 断 片 長 多 型 法 に よ り
HTLV-1-tax サブタイプ解析を行い、沖縄の
HTLV-1-tax サブタイプの分布状況を本土と
比較する。 
４．研究成果 
 石垣島住民 1133 名の抗 HTLV-1 抗体検査を
行い、沖縄県出身者 833 名中抗 HTLV-1 抗体
陽性者は 34 名で、陽性割合が約 4%であるこ
とを明らかにした。年齢層別キャリアの割合
でみると、最も高かったのは 70 代以上の
16.3％（7/43 名）であった。30 代以下にキ
ャリアは見られなかった。性別では、男性が
3.2%（24/756 名）、女性が 4.0%（15/377 名）
であった。出生地域別にみると、八重山地区
4.0%（23/569 名）、宮古地区 4.9%（6/123 名）、
沖縄本島 3.6%（5/139 名）であった。八重山
地区に限定すると、竹富島で5.0％（1/20名）、
波照間島で 8.3％（2/24 名）、黒島で 16.7％
（2/12 名）であった。 
 HTLV-1 キャリア 39 名中 16 名（41%）が抗
糞線虫抗体を有していた。さらに他のトキソ
プラズマなどの抗寄生虫抗体についても1キ
ャリアが複数の抗体を有していることが多
く、5 つもしくは 6 つの抗体を有している例
がそれぞれ 1名ずつ見られた。抗寄生虫抗体

についてキャリアと非キャリアとの間で陽
性割合と比較したところ、キャリアは有意に
陽性割合が高いことが判明した。一方トキソ
プラズマではキャリアと非キャリアの間に
抗体陽性割合で有意差はみられなかった。 
 HTLV-1-tax サブタイプについて、石垣島コ
ホートから得た検体に加えて、沖縄本島のバ
イオバンクの検体を含めた83例についてtax
サブタイプを解析したところ、南米タイプで
ある taxA が 33 例（40％）、Japanese タイプ
の taxB が 50 例（60％）と、これまでに報告
された鹿児島県のサブタイプの分布状況
taxA11%、taxB89%と大きく異なっていること
が判明した。さらに石垣島コホートから出身
島別にサブタイプ解析を行ったところ、石垣
島出身HTLV-1キャリアは、taxA60%、taxB40％
と、南米タイプが有意であることが判明した。
このことは HTLV-1 の伝播経路を解明する上
で、重要な示唆を与える所見と考えられる。 
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